
歳入

3 月 31 日現在、収入済額
204 億 2,259 万円
執行率 78.6％

会計名 区分 収入額 支出額

水道事業
収益的収支 ９億　111 万円 9 億 3,743 万円

資本的収支 3 億 1,409 万円 7 億 1,669 万円

下水道事業
収益的収支 11 億 4,496 万円 11 億 4,388 万円

資本的収支 3 億 2,651 万円 6 億 9,489 万円

■予算額
259億9,093万円

特別会計
■ 予算額　44 億 2,914 万円

一般会計歳入

県支出金
 7億7,664万円（3.8%）

繰越金
9億6,195万円（4.7%）

地方消費税交付金
 9億5,615万円（4.7%）

諸収入 5億9,544万円（2.9%）

地方交付税
75億4,760万円

　（37.0%）

市税
39億4,317万円
　　　（19.3%）

国庫支出金
37億4,295万円

（18.3%）

繰入金 7億2,372万円
　（3.5%） その他 11億7,497万円（5.8%）労働費 3,155万円（0.1%）

民生費
65億2,990万円

（31.6%）

総務費
36億7,593万円

（17.8%）

消防費 9億8,378万円（4.8%）

農林水産業費 9億1,549万円（4.4%）

土木費
12億7,681万円（6.2%）

議会費 1億8,199万円（0.9%）

商工費 8億5,819万円（4.1%）

衛生費
13億5,097万円（6.5%）

教育費
23億1,573万円

（11.2%）

公債費
22億9,176万円

（11.1%）

災害復旧費 2億6,187万円（1.3%）

会計名 収入済額 支出済額

国保(事業勘定) 32 億 9,580 万円 34 億 3,294 万円

国保(直診勘定) 5,649 万円 １億 4,003 万円

後期高齢者医療 4 億 5,141 万円 4 億　 978 万円

魚市場事業 935 万円 1,479 万円

合計
（予算の執行率）

38 億 1,306 万円
（86.1％）

39 億 9,753 万円
（90.3％）
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繰
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市
の
財
政
は
、
基
本
と
な
る

「
一
般
会
計
」
と
、
特
定
の
事

業
や
収
入
・
支
出
を
一
般
会
計

と
区
別
し
て
処
理
す
る
「
特
別
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計
」、
事
業
で
得
ら
れ
る
収

入
で
経
費
を
ま
か
な
う
独
立
採

算
制
を
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則
と
し
た
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公
営
企

業
会
計
」
の
３
種
類
の
会
計
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
会
計
は
、
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
一

区
切
り
と
な
り
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５
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末
ま
で

に
収
入
と
支
出
を
整
理
し
、
最

終
的
な
決
算
額
を
ま
と
め
ま
す
。

　
３
月
31
日
現
在
で
ま
と
め
た

令
和
7
年
度
の
財
政
状
況
は
グ

ラ
フ
と
表
の
と
お
り
で
す
。
予

算
に
対
す
る
進
み
具
合
を
表
し

た
も
の
が
執
行
率
に
な
り
ま
す
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０
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３
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９
６
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円
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ま
し
た
。
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終
予
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額
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す
る
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入
が

歳出

県支出金
7億7,664万円（3.8%）

繰越金
9億6,195万円（4.7%）

地方消費税交付金
 9億5,615万円（4.7%）

諸収入 5億9,544万円（2.9%）

地方交付税
75億4,760万円

（37.0%）

市税
39億4,317万円

（19.3%）

国庫支出金
37億4,295万円

（18.3%）

繰入金 7億2,372万円
　（3.5%） その他 11億7,497万円（5.8%）労働費 3,155万円（0.1%）

民生費
65億2,990万円

（31.6%）

総務費
36億7,593万円

（17.8%）

消防費 9億8,378万円（4.8%）

農林水産業費 9億1,549万円（4.4%）

土木費
 12億7,681万円（6.2%）

議会費 1億8,199万円（0.9%）

商工費 8億5,819万円（4.1%）

衛生費
 13億5,097万円（6.5%）

教育費
23億1,573万円

（11.2%）

公債費
22億9,176万円

（11.1%）

災害復旧費 2億6,187万円（1.3%）

�グラフに出てくる分かりづ
らい主な用語を説明します。

3 月 31 日現在、支出済額

206 億 7,396 万円
執行率 79.5％

78
・
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が
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５
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で
す
。

　
市
に
は
国
民
健
康
保
険
や
後

期
高
齢
者
医
療
な
ど
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。
合
計
の

予
算
額
は
44
億
２
９
１
４
万

円
で
、
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和
６
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の

43
億
２
２
５
９
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に
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べ
て

１
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６
５
５
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の
増
。
執
行

率
は
収
入
が
86
・
１
％
、
支
出

が
90
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
は
水
道
事
業

と
下
水
道
事
業
が
あ
り
、
水
道

料
金
と
下
水
道
料
金
を
主
な

収
入
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
収
益
的
収
支
は
日
常

的
な
施
設
運
営
に
必
要
な
部

分
、
資
本
的
収
支
は
施
設
の
整

備
・
更
新
な
ど
の
長
期
的
な

設
備
の
維
持
に
必
要
な
部
分

に
あ
た
り
ま
す
。
収
益
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収

支
は
、
水
道
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業
で
は
収
入

額
９
億
１
１
１
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に
対
し

支
出
額
が
９
億
３
７
４
３
万

円
、
下
水
道
事
業
で
は
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入
額

11
億
４
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９
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に
対
し
て
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額
が
11
億
４
３
８
８
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と
な
っ
て
い
ま
す
。

■予算額
259億9,093万円

一般会計歳出財政用語の説明

一
般
会
計

会
計
は
３
種
類

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

【収入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで
生まれる地方間の格差を調整するため
に国から配分されるお金。国が徴収す
る所得税や法人税などがもとになって
いる
▶�国庫（県）支出金…国（県）が、市に対し
て交付する補助金など
▶�繰越金…会計年度が終了し、翌年度に
持ち越され、歳入に計上された余剰金

【支出の関係】
▶�民生費…福祉や子育て支援などのため
に使うお金
▶�総務費…企画調整事務、庁舎や財産の
維持管理、戸籍管理、税金の徴収など
市の運営全般に使うお金
▶����教育費…学校や生涯学習、スポーツな
どを推進するために使うお金
▶公債費…市の借金返済に使うお金
▶�衛生費…環境の保全や健康を増進する
ためなどに使うお金
▶�土木費…道路や公園などの整備や補修
のために使うお金
▶�消防費…消防や災害対策などのために
使うお金
▶�農林水産業費…農林水産業の振興など
のために使うお金
▶�商工費…商工業や観光などの振興のた
めに使うお金
▶�災害復旧費…災害によって被害を受け
た施設や道路などを復旧するためのお
金
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